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平成26年度第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会
平成27年1月16日（金）



意見交換会

「北海道ブロックにおける肝疾患診療のあり方について」

日 時：平成26年5月26日（月）15：30～17：00

会 場：札幌第１合同庁舎１０階 共用第３・第４会議室
札幌市北区北8条西2丁目１－１

対 象：行政（厚生労働省、北海道庁、札幌市、旭川市、函館市、小樽市）
北海道３拠点病院の事業担当者、事務担当者

プログラム
１．Ｃ型慢性肝疾患に対するＩＦＮ治療における地方圏差について（厚生労働科学研究）

肝炎情報センター長 正木尚彦

２．道東・道北地区における肝疾患診療の実態～フィールドワーク研究からの
考察～

旭川医科大学教授 高後 裕

３．総合討論

情報共有機能



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成26年度第1回肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会

日時：平成26年7月18日（金）10：00～12：00
場所：独立行政法人国立国際医療研究センター病院 国際医療協力研修センター

５階大会議室 〒162-8655 東京都新宿区戸山1－21－1 TEL: 03-3202-7181

プログラム
１）肝炎情報センター活動報告 肝炎情報センター長 正木尚彦

２）我が国の肝炎対策について～新たな取り組みを中心に～ 厚生労働省 久永拓郎肝炎対策専門官

３）院内連携に関する事例提供（公募）
①「院内のHBs抗原陽性あるいはHCV抗体陽性患者の拾い上げ対策とその成果」

関西医科大学附属滝井病院消化器肝臓内科川村梨那子
②「当院・関連病院における肝炎ウイルス感染者拾い上げの試み」

大阪市立大学肝胆膵内科榎本大
③「B型肝炎診療情報コード化自動チェックシステムによる

de novo肝炎発生防止について」 福井済生会病院内科野ツ俣和夫

４）「効率的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステムの構築について
（厚生労働科学研究）」 肝炎・免疫研究センター肝疾患研修室長是永匡紹

５）総合討論、特別発言 日本医師会常任理事 小森 貴

情報共有機能

66拠点病院から125名参加



独立行政法人国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成26年度第1回肝疾患診療連携拠点病院医師向け研修会

58拠点病院から79名参加



市川市国府台

50拠点病院から55名参加



１．難治性腹水患者への看護
２．肝疾患診療拠点病院事業における
看護師の役割

３．病棟と外来の院内看護師連携は
うまく図られているか

４．肝疾患患者の在宅医療における現状と課題
～地域スタッフから拠点病院への要望～

グループワークのテーマ

２． ３． ４．

看護師さんを始め、スタッフの皆さんに

「拠点病院の一員であること」をご指導願います



肝炎情報センターとしての今後の活動方針（案）
～平成27年度に向けて～

１．拠点病院事業の活性化に貢献
ブロック単位での意見交換会（拠点病院、行政）等
を企画

２．一般向け啓発ツールの作成
肝疾患相談センターの認知度を高めるための「しおり」を作成

３．肝炎情報センターホームページのさらなる改訂
「患者さん・一般向け」を主軸とした構成に大改訂

４．各種の政策・実用化研究への協力、実施
（本日、厚生労働科学研究田尻班「若年HBV肝癌の疫学調査」を
ご紹介）
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平成27年度第1回の連絡協議会を7月31日（金）に予定しています


